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研究成果の概要（和文）：  流暢な読み手に対する質的研究の結果から、音読は、英語習得過程において、言語
知識をインプットするときではなく、インプットした知識をインテイクして運用力として習得するための手段と
して用いられていることがわかった。インプットをインテイクして内在化するためにはインプットの処理過程を
繰り返し実践する必要があるが、音読はこの手段として有効であることが示唆された。さらに、初級学習者に対
して、音読は読解力習得過程においてどのように貢献するのかを調べたところ、音読が統語構造の習得を促進す
ることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：   The results of our qualitative study of fluent readers show that in the 
English language acquisition process, reading aloud is not used in a process to input language 
knowledge but as a method for acquiring knowledge and using it to gain proficiency. It is necessary 
to repeat the input process in order to acquire and internalize inputs, and this research suggests 
that reading aloud is an effective method for doing so. Furthermore, it also indicates that in the 
case of beginners, reading aloud contributes to the reading process by promoting syntactic structure
 acquisition.

研究分野：英文読解力習得過程および方法

キーワード： リーディング　音読　統語解析　チャンク　質的研究

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 日本の英語教育には、語彙・文法・統語
構造などの知識の獲得が大きな目標として
あるが、読解力の育成には、この顕在的知識
を潜在的知識に変えて、読解の下位処理を自
動的に行えるようになる必要がある。 
言語の認知処理プロセスの研究では、門田
（2007）によると、音読は内語反復プロセス
の効率化をはかり、語彙・語彙チャンク・文
法情報などの内在化を可能にするとしてい
る。しかしこの点に関して現在のところまだ
実証研究に乏しく、言語情報の内在化を可能
にする方法としての音読の働きを解明する
ことは、早急に取り組むべき課題である。読
解過程において、音読は内語反復プロセスに
どのように働きかけ、語彙・語彙チャンク・
文法情報などの内在化を促進するのであろ
うか。このためには音読をどのような方法で
実践するのがよいのか。以上のことについて、
学習者の読解力が変化するプロセスを、イン
タビュー・ジャーナル・音読の録音・読解時
の発話プロトコルなどを質的に分析するこ
とで解明を試みた。 
 
(2) 英語熟達度の高い学習者の音読は、ある
程度の速さと正確さを伴っている。流暢な音
読は、英語力の向上と共に自然に身につくも
のなのか。あるいは学習過程における音読練
習によるものなのか。その場合、どの段階で
どのような練習を行い、読解力及び英語力に
どのような影響を与えたのか。音読が英語力
の伸長に及ぼす影響に関する研究は、これま
で数多く報告されているが（湯舟, 神田, & 
田淵, 2009,; 宮迫, 2008; 鈴木, 1998; 安木, 
2001）、学習者の英語学習ヒストリーにおけ
る音読の位置づけとその影響を調べた研究
はまだ見られない。本研究ではこれを明らか
にし、加えて英語熟達度が低い学習者の音読
実践実態を調査することによって、英語習得
に果たす音読の役割を解明し、今後の指導・
学習にどのように取り入れるべきかを提案
しようとした。 
 
２．研究の目的 
日本の英語教育は知識の習得が先行して
いるが、学んだ顕在的知識を内在化して潜在
的知識にしなければ、実践的英語力は身につ
かない。音読は、内語反復プロセスを効率化
することにより、語彙・チャンク・統語構造
を内在化して潜在的知識にする可能性があ
ることから、読解下位処理過程の自動化を促
進すると考えられる。またチャンク・リーデ
ィングはチャンクの把握を促進すると考え
られる。この音読およびチャンク・リーディ
ングをどのように実践したら、学習者は知識
をどのようなプロセスで内在化し、流暢な読
み手になれるのか。読解に関連する学習者の
英語力が変化する過程をたどり、音読によっ
て学習者の読解力がいつ頃からどのように
変わっていくのかのプロセスを質的研究の

手法で解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 音読実践によって、学習者がチャンク・
統語構造などの知識を内在化するプロセス、
および読解力が変化するプロセスを解明し
た。データとして、インタビュー・ジャーナ
ル・音読の録音・読解テストなどの多面的な
情報を質的に分析した。 
 
(2) 読解力の変化は発話プロトコルと読解
テストによって測定すると共に、学習者が音
読練習によってどのような体験をし、自身の
音読、読解力がどのように変わったと認知し
ているかについて、インタビューとジャーナ
ルによる調査を行った。加えて音読時におけ
る学習者の脳の血流量を調べ、その脳活性状
態から音読がいかに自動化しているかを調
査し、知識の内在化および読解力の変化を考
察する際の脳科学的な根拠とした。 
 
(3) 英語学習における脳科学の知見では、英
語習得段階における脳活性度変化を無活性
型・過剰活性型・選択的活性型・自動活性型
の 4パターンに分け、初級学習者から上級学
習者になるにつれて脳血流量が増え、ある地
点を境に減少するとしている（大石、2006）。
この状態が音読時にも適応するのか、英語熟
達度が異なる学習者による音読時の脳活性
状態を調べ、初級から中級へと熟達度が高く
なるにつれて生じる脳活性状態の変化を明
らかにした。 
 具体的には、大学生英語学習者に対し、英
文の音読時及び黙読時における左右腹外側
前頭前皮質活動パターンについて検討した。
測定装置にはポータブル酸素モニタ装置（ダ
イナセンス製、2ch）を使用し、左右腹外側
前頭前皮質（2部位）（以下、左右 VLPFC と表
記）における、酸素化 Hb相対濃度変化値（以
下、酸素化 Hb）を脳活動の度合いを反映する
ものとして用いた。音読・黙読課題を分析対
象とし、各課題開始時を 0とし、課題中の酸
素化 Hb の平均値を代表値として、課題の比
較検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 学習者がチャンク・統語構造などの知識
を内在化するプロセス、及び読解力が変化す
るプロセスを解明するに先立ち、英語熟達度
が異なる学習者は、語彙・チャンク・統語構
造についてどの程度の知識と運用力を持ち、
それをどのように活用して英文を読んでい
るのかを調べた。同時にそれぞれのレベルの
学習者はどの程度流暢に英文を音読できる
のかを調べ、読解力と音読の流暢さとの関係
の解明を試みた。調査は各熟達度段階にある
少数の学習者に対して行われ、読解テストを
実施した後、インタビューによって英文をど
のように読み進めたのかについて質問し、対
象者による英文の音読を録音した。 



その結果、上級学習者は、複雑な構造の文
でも内容を把握するに足る十分な語彙力と
統語構造の知識を持っているが、中級は、こ
れらの知識不足から複雑な文を正確に処理
することができず、初級は、限られた語彙力
と統語構造の知識しか持たないため、単純な
構造の文処理のみ可能であるということが
わかった。音読については、熟達度が高くな
るにつれて音読の流暢さが増していき、言語
知識と音読の間に正の相関が見られた。また、
インタビューから、上級学習者は、英文の内
容を自動的に理解できるようになるために
音読を実践していたという回答が得られた。
これは音読が英文処理の効率化を促進する
手段として有効であることを意味している。 
この結果を受けて、さらに多くの上級学習
者に対し、どのように音読学習を行ってきた
かについて質問紙による調査を実施した。第
二言語習得過程において、上級学習者は、言
語知識をインプットするときではなく、イン
プットした知識を運用力に変えるための手
段として音読を用いていた。インプットをイ
ンテイクとして内在化するためには、インプ
ットの処理過程を繰り返し経験する必要が
あるが、音読はこの手段として効果的に働く
ことが示唆された。 
 
(2) 上述した結果が得られたことにより、音
読の効用を読解力習得に活用するため、音読
を取り入れた授業を行い、読解力の変化を調
べた。音読を行う群と行わない群を設定して
半期間授業を実施し、理解度の変化を観察し
たところ、音読を実施した場合は読解力が伸
張したが、実施しなかった場合にはあまり伸
びが見られなかった。読解処理過程では、黙
読時でも認識した語の音声化が行われてい
る。これが正しいプロソディで行われると、
イントネーションやポーズといったプロソ
ディは内容理解と密接な関係を持っている
ことから、意味把握を促進する。そこで、音
読実践における音声指導の効果を調べるた
め、音読時にプロソディを指導する群と指導
しない群を設定して半期間授業を実施し、影
響を比較した。その結果、プロソディ指導は
読解力伸張を促し、音読が読解処理過程を効
率化することが明らかとなった。 
 
(3) 音読の効果が読解力習得過程において
どのように貢献するのかをより詳細に調べ
るため、少人数の音読実践学習者の読解学習
過程の変化を、黙読学習者との比較において
研究した。同時に、音読時と黙読時の血流増
加量の割合を測定し、脳にかかる負荷を調べ
ることにより音読による言語情報内在化の
可能性を探った。 
音読及び黙読課題遂行時における左右
VLPFC 活動の度合いについて、英語初級者群
と英語中級者群の比較検討を行った。その結
果、左右 VLPFC 共に初級者群において顕著に
酸素化 Hb 相対濃度変化値が増加していた。 

また、初級者群は音読・黙読の両課題にお
いて、やや左右 VLPFC の活動が大きかった。
一方、中級者群において音読課題遂行時にや
や左 VLPFC の活動が大きかった。また、黙読
課題遂行時において、左右 VLPFC の活動は見
られなかった。 
音読及び黙読課題遂行時における左右
VLPFC 活動の度合いについて、初級者群では
課題遂行時の方が顕著に左右VLPFCの活動が
高かった。中級者群では左 VLPFC のみ活動が
確認された。 
本実験では、「英語学習習熟度」・「読解課
題の種類」と左右腹外側前頭前皮質の関連に
ついて検討した。 
一つ目に「英語学習習熟度」について、習
熟レベルが初級者の方が音読・黙読課題共に
顕著な左右 VLPFC 活動を示した。 
先行研究より、「学習」が初期の状態の時
は外側前頭前野が賦活し、「学習」が進行す
るのに伴い、活動の度合いが小さくなること
が報告されている。学習初期は、より注意の
維持（集中力）などが必要となり、学習の進
行に伴うにつれてよりオートマチックに活
動が遂行されるため、外側前頭前野の活動が
縮小するとされている。本実験結果も同様に
「学習の習熟度（学習段階）の違い」を反映
したものと思われる。 
二つ目に「読解課題の種類」について、音
読課題遂行時の方が顕著に左VLPFCの活動が
増加していた。初級者群では右 VLPFC も顕著
な活動を示していた。先行研究でも同様の報
告があり、実際に音を発声する活動の分だけ
VLPFC 活動が増加したものと推測される。 
また、学習習熟度の違いで両課題遂行時の
活動の度合いに顕著な差異が生じた。初級者
群の場合、音読・黙読課題共に顕著に左右
VLPFC 活動が活動したのに対し、中級者群で
は音読課題遂行時に左VLPFCのみ活動してい
た。これは、学習習熟度の違いによるものと
考えられ、課題の難易度が相対的に高い音読
課題の時のみ、言語活動をより反映するとさ
れる左側のVLPFCが活動したものと推測され
た。VLPFC の機能を反映した直接的な活動か
隣接するブローカ野の活動を反映したもの
か、現時点では識別は難しく、今後の検討課
題とされた。 
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